


カテゴリーの制約を定義する

テーブ ル保護 飲み
物の 輪ジミと 熱か
ら守る

ブランド表示
ロゴ、イラス
ト、 またはイ
ベント メッ
セー ジを載せ

る

コースターの進め方は 自動
的に マウスパッド、 ラン
チョンマット 、バー用マッ
ト、 シリコン製鍋敷き、 ド
リンクスリーブ、または 販
促カードと同じではない。

装飾 小売デザインや ホス
ピタリティ空間の 美観に

貢献する

注記：小型フォーマットでは素材選択、

エッジ処理、アートワークのサイズ、セット 梱包が特に重
要になる。



コースターの構造を分解する

表面層 表面の感触と 見
た目の仕上げを指定す
る。 コア 基材の 厚みクラスを

定義する。

外周 形状、角の半径、
エッジ処理を 明確に要
求する。

底面層 具体的な 裏面コンセプトを
特定する。

形状、角、エッジ、厚みクラス、表面の感触など、すべての物理構造変数は RFQで明示的に要求しなければならない。



使用環境を 性能要件に対応付ける

冷たい飲み物＆
ホスピタリティ

温かいカップ＆ レストラ
ンサービス

イベント配布品 ＆屋
外使用

脅威：熱移動 脅威：環境による脅威：結露の滞留＆

頻繁な拭き取り 必要な試験：吸
水性。 洗浄性と染みへの挙動

劣化＆繰り返し洗浄
必要な試験：熱曝露

期待値とテーブル接触時の 挙動
必要な試験：耐久性と

表面の完全性

警告：吸水性、耐熱性、防汚性、食器洗浄機

対応、滑り止め性能、食品接触適合性を、根拠／試験なしに約束しないこと。 材料グレード、厚
み、認証、保証を捏造しないこと。



アートワークのトポグラフィとスキャン可能性の限界

納品チェックリスト

塗り足しの意図 カットライン
を越えて延長すること。

印刷入稿用ベクターロゴ

セーフマージン 重要
な要素を 端から離
す。

カラーレファレンス

画像ファイル

スキャン可能領域 QRコー
ドと細かい文字には 厳密
な スキャン可能性の確認
が 提案フォーマットで必
要。

画像ファイル

各面のレイアウト （片面印
刷か両面印刷か）

密度チェック 小さく使える
面では、 密度の高い写真よ
り シンプルなベクターが優
れる。

セット共通または個別の
アートワーク指示 セット用



シーケンスと 梱包物流を管理す
る

プレミアム小売 ホルダー、ギ
フトボックス、ラップ、 ラベ
ル、バーコードを含む 完全な
セットアップ。

マッチングセット 同一
アート、帯掛けまたは
ラッピング。

シーケンシャルセット 複
数の異なるデザインを ま
とめてグループ化。

バラ bulk グループ化せ
ず 単品で供給。

重大なリスク：

混在するデザインをどのように 数え、保
護して、 誤ったセット組立を防ぐか？

基本ルール

見積ルール：数量は常に
デザイン別 AND セット構成別に提示する。



物理的検証と市場コンプライアンス

物理サンプル 試
験

市場＆接触 コンプラ
イアンス

コースターを食品や飲料の近く
で使用する場合は、 仕向け市場
および接触に関する すべての関
連事項を 明示すること。

デジタル校正刷りは物理的な
接触評価の代わりにはならな
い。代表サンプルで 印刷の鮮
明さ、表面の洗浄性、 染みへ
の挙動、熱曝露、 テーブル接
触時の挙動を 評価する。

の

最終アートワークは、選択した物理基材とその印刷可能領域に照らして確認すること。



マスターRFQの統合

2. 物理構造 – 表面、裏面、形状、エッ
ジ、 仕上げの要件は？

1. コンテキスト＆環境

使用場所と想定される飲み物用途は？ 単品、
マッチングセット、 またはギフトボックス部品
として調達する？ 洗浄、結露、熱、または テー
ブル保護の試験要件は？

4. 商取引＆梱包 – 単品およびセット
梱包が必要か （ホルダー、小売ラッ
プ、キット）？

3. クリエイティブ＆コンプライアンス – アート
ワークは片面か両面か？ QRコード、細かい文
字、写真、または混在した デザインがあるか？
– 仕向け市場または食品／飲料との 接触要件
は？

最終的な技術・商業上の確約には、見積、アートワーク、素材の確認が必要。 素材サイズ、価
格、最小数量、リードタイムを捏造しないこと。


